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救急搬送傷病者に占める軽症者の割合

（現状値：R5年1～3月 50.6％）

210,000

人口減少化における持続可能な地域づくり

210,000

現状値 以下
R6年１～3月 48.3%
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木曽保健福祉事務所（総務課）

事 業 名 救急医療の適正利用啓発事業
0264-25-2231

横断的な課題

地域重点政策

kosoho-somu@pref.nagano.lg.jp

Ｃ

人口減少化における持続可能な地域づくり

事

業

の

概

要

等

目 的
（ 目 指 す

姿 ）

・救急医療の適正利用や10月1日から運用が開始される「長野県救急安心センター（＃7119）」について
広報することにより、救急医療機関や消防の負担を軽減し適切な救急医療体制の確保を図る。

現 状 と
課 題

〇R5.9.7に開催した木曽医療圏医療構想調整会議において、当地域で二次救急を担う木曽病院や管内
町村から救急医療の適正利用に係る地域住民への啓発について要望があった。
〇病院救急外来の状況
・緊急性のない軽症患者が緊急外来を利用する「コンビニ受診」の増加
・令和６年４月から医師にも時間外の上限規制が適用されるため、時間外勤務の削減が必要
〇木曽地域における救急搬送の状況
・救急車により搬送される傷病者の重症度は軽症が52％と最も高い。
・最近の救急車の要請は、緊急性のないものやタクシー代わりにしている事案がある。
・心筋梗塞や脳卒中など重症の患者への救急対応への影響が生じている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

〇救急医療の適正利用啓発リーフレット作成
　1 作成時期　R5.10～12月
　2 配布時期　R6.1月～
　3 作成部数　15,000部
　4 配布方法　町村役場を通じて各戸配布　11,000部
　　　　　　　　　医療機関の窓口等　　　　　　 4,000部
　5 内　　　容
   ・木曽広域消防本部、木曽病院と連携して記載内容を作成する。
　 ・掲載内容イメージ
　　　  救急車の適正利用について（救急車が必要なときはどんなとき）
　　　　救急外来の適正利用について（コンビニ受診はやめましょう。）
　　　　長野県救急安心センター（＃7119）、長野県小児救急電話相談（#8000）

事 業 期
間

今後の方向性
・引き続き町村、広域連合、消防本部、医療機関等と連携して広報誌やホームページなどでの「適正医
療」の適正利用の啓発に努める。
・消防本部の開催する救命講習会等において、自治会役員などの受講者へ配布し理解促進を図る。
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【実績】
・所内検討【9/19(火)、10/2(月)、10/10(火)、10/11（水）ほか】
・情報発信お悩み相談（企画振興部 広報・共創推進課）【9/21(木）、10/5（木）】
･定例記者会【11/29(水）】で情報提供（掲載・放映：信毎、中日、市民ﾀｲﾑｽ・SBC）
・医療機関、薬局、銀行、コンビニ等48箇所での配布【11/28（火）～】
・木曽郡内全戸配布【12/8（金）～】
・長野県魅力発信ブログ 是より木曽路への情報掲載【12/11（月）】
【成果】
・木曽病院の救急外来や救急車の出動状況などの救急医療の現状を発信することにより、地域住民の意識の変
化に繋がった。
・救急搬送傷病者数は、昨年度同時期と比較して増加したものの、軽症者の割合を若干（2.3％）減少させることが
できた。
　〇救急搬送傷病者の重症度別割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

達 成

一部達成

未 達 成

期間 軽　症 中等症 重　症 死　亡 計
R6.1～R6.3 212 ( 48.3% ) 167 ( 38.0% ) 42 ( 9.6% ) 18 ( 4.1% ) 439
R5.1～R5.3 183 ( 50.6% ) 118 ( 32.6% ) 43 ( 11.9% ) 18 ( 5.0% ) 362


